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－ 胃癌について（2）－ 

今回は前回に引き続き、胃癌が見つかった場合の治療に関して

お話させていただきます。 
胃癌の治療方法はその進行度（早期であるか進行しているか？

転移【飛び火】があるかないか？）によって異なります。前回お

話ししたように CT や PET 検査などを行うことにより進行度を判

定し、早期癌と考えられる場合には内視鏡的切除、特に当院消化

器内科で積極的に行われている内視鏡的粘膜下層剥離術（ESD）で治療が終了する場

合もあります。ただし、内視鏡的切除では癌が残ってしまう場合や進行癌の場合には、

手術や化学療法（抗癌剤治療）が必要になります。 
手術はこれまではお腹を大きく開ける開腹手術が主に行われてきましたが、最近で

は腹腔鏡手術といってお腹に数ヶ所の小さな穴を開け、腹腔鏡というカメラを入れて

行う手術もできるようになり、当科でも内視鏡的治療が不可能な早期癌の症例に対し

て行っています。腹腔鏡手術の場合は傷が小さいので術後の痛みが少なく、回復も早

いため早期の社会復帰が可能となります。 
手術により切除された組織は顕微鏡検査を行い病理診断がなされ、癌が胃の壁のど

こまで深くもぐっているか（深達度）あるいはリンパ節や他の臓器に転移があるかど

うかによって最終的な進行度（ステージ）が判定されⅠ～Ⅳ期に分けられます。 
Ⅰ期の癌の場合は手術でほぼ治る可能性が高いのですが、Ⅱ～Ⅳ期の場合にはほと

んどの症例で化学療法が必要となります。Ⅱ、Ⅲ期の場合に行われる化学療法は、術

後補助化学療法といい再発の予防を目的としていますが、Ⅳ期の場合はすでに多臓器

に転移している状態であるため主に延命治療が目的となります。 
 
なにはともあれ、早期発見・早期治療にまさるものはありません。  
市町村の検診または病院を受診し、まずは内視鏡検査を受けられ 
ることをお勧めしたいと思います。 
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